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日日時　対対象　定定員　￥参加費　申申し込み

文化財センター
西区木場　☎025-378-0480
開館時間9:00～17:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館

●企画展「小学生の？
はてな

からみるにいがたのれきし」
日11/４（振休）まで　￥無料
●藍の生葉染め体験　日８/27（火）10:00
～15:00　対20歳以上　定先着15人　￥200円　
申８/8（木）９:00から電話で同センター
●講演会「北陸における弥生～古墳時代の大形竪
穴住居・掘立柱建物とその時代背景」
日９/１（日）13:30～15:30　定先着80人　￥無料
會津八一記念館
新潟日報メディアシップ５階　☎025-282-7612
開館時間10:00～18:00　※月曜(祝日の場合翌日)休館
●企画展「會津八一　書の逸品」
日９/29（日）まで　￥入館料（一般500円、大学生
300円、高校生200円、小・中学生100円）
※土・日曜、祝日は小・中学生無料
新津鉄道資料館　
秋葉区新津東町２　☎0250-24-5700
開館時間9:30～17:00　※９/３（火）休館
￥入館料（一般300円、高校・大学生200円、小・
中学生100円）
※９/２（月）までと土・日曜・祝日は小・中学生無料
●特別展「鉄道で旅する新潟―鉄道旅行と観光列車」
日９/２（月）まで
●鉄道車両写真展　日９/９（月）まで

古津八幡山遺跡　弥生の丘展示館
秋葉区蒲ヶ沢　☎025-378-0480
開館時間10:00～17:00　※８/19を除く月曜（祝日の場合翌日）休館
●企画展「弥生時代から古墳時代の大形建物」
日10/27（日）まで　￥無料　
※８/11（祝）13:30に展示解説を実施
水の駅「ビュー福島潟」
北区前新田　☎025-387-1491
開館時間９:00～17:00　※月曜(祝日の場合翌日)休館
●日本自然科学写真協会の写真展
日９/１（日）まで　￥入館料（一般400円、小学～
高校生200円、就学前児無料）
●オニバス案内所（福島潟オニバス池）
日９/１までの土・日曜、振替休日、８/14（水）・15（木）
10:00～12:00　￥無料　※荒天時中止
●バードウオッチング
日８/24（土）９:00～11:00　定先着20人　￥無料
歴史博物館みなとぴあ
中央区柳島町２　☎025-225-6111
開館時間９:30～18:00　※８/５・19・26、９/２（月）休館
●新潟開港150周年記念展「開港場新潟展」
日８/25（日）まで　￥一般500円、高校・
大学生300円、中学生以下無料
※８/10（土）・11（祝）・24（土）・25（日）14:00に
展示解説を実施　
●夕涼みコンサート
日８/17（土）18:00～20:00　￥無料
●講座「新潟の漂着神伝承を探る」
日８/25（日）13:30～15:00　￥100円
●みなと・しもまち・川祭り・2019
灯籠流し、コンサート
日８/25（日）18:00～20:00　￥無料
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■問  市役所コールセンター（☎025-243-4894） 
文化政策課（☎025-226-2565）

みんなが主役の文化祭 9/15日～11/30土開催

11月１日(金)から「連句の祭
典」を開催します。全国から募
集した作品の中から入賞などを
決定するほか、正

しょうしきはいかい

式俳諧や実作
会を行います。

文化祭の楽しみ方Vol.3　～連句で感じる日本の文化

国民文化祭・にいがた2019
全国障害者芸術・文化祭にいがた大会❹

■日 11/１(金)～３(祝)
■場新潟大学教育学部附属新潟中
学校（中央区西大畑町）
■申別冊情報ひろば２面に掲載

「花を持たせる」という言葉の由来は連句
連句の中で「花」の句は地位の高い人が詠む句とされていました。誰か
に「花」の句を譲ることから、「花を持たせる」という言葉が生まれました。

牧場が埠頭に、潟が工場地帯に　～臨港埠頭の建設～
　山の下みなとタワーの展望展示室から信濃川河口右岸側に
目を向けると、眼下に臨港埠

ふ

頭
とう

が見えます。これは、全国的にも
珍しい民間企業が建設した埠頭です。100年ほど前のこの場所
には、新潟健康舎という牛乳製造販売会社が所有する牧場が
あり、乳牛が放牧されていました（写真
上）。ところが、業務の中心を牧畜業から
土地開発や海運業などに転換し、社名を
新潟臨港株式会社と改めて埠頭を建設
することにしたのです。工事は大正12
（1923）年から昭和６（1931）年まで行わ
れ（写真下）、石炭や木材などを扱う専門
的な荷役設備を備えた臨港埠頭が完成
し、同時期に竜が島に建設された県営埠
頭と役割を分担しながら、その後の新潟
港の発展を支えました。
また、臨港埠頭と信越線を結ぶ臨港鉄
道の敷

ふ せ つ

設も併せて行われました。その
際、大山台の砂丘を切り開いて出た土砂
を用いて焼

やけ

島
じま

潟
がた

が埋め立てられました。
この土地（現・東区榎町の一部）は工業用
地となり、昭和期の本市における工業発
展の基礎となりました。

24 ■問 歴史文化課 
☎025-226-2584

建設中の臨港埠頭
（大正時代後期）

臨港埠頭建設前の牧場の様子
（大正時代前期）

新潟市美術館　
中央区西大畑町　☎025-223-1622
開館時間９:30～18:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館
●企画展「きたれ、バウハウス―アート／デザイン
の原点―」
日９/23（祝）まで　￥一般1,000
円、高校・大学生800円
※中学生以下、障がい者手帳を
持つ人と一部の介助者は無料。８
/11（祝）・18（日）14:00に展示解
説を実施（定先着100人）
●コレクション展Ⅱ「抽象の快楽、具象の誘惑。」
日８/９（金）～12/１（日）　
￥一般200円、高校・大学
生150円、小・中学生100
円　※土・日曜、祝日は
小・中学生無料。企画展観
覧券で観覧可。８/24（土）
14:00、25（日）11:00に展示
解説を実施
●講座「画家の住まい」
日８/17（土）14:00～15:30　定先着100人　￥無料
※このほか別冊情報ひろば２面にもお知らせを掲載
新津美術館
秋葉区蒲ヶ沢　☎0250-25-1300
開館時間10:00～17:00　※８/13（火）・26（月）休館
●企画展「光と遊ぶ超体感
型ミュージアム　帰ってきた！
魔法の美術館」
日９/１（日）まで　￥一般
1,000円、 高校・ 大学生
500円、中学生以下無料

楽しみ方を聞きました

新潟県の連句を
育てる会

代表 牛木 辰男さん

　連句は五・七・五(長句)と
七・七(短句)を複数人で交互
に詠み、一つの作品をつくり
ます。
　今回開催する「中学生との
正式俳諧」では、伝統的な所
作で連句を詠み、生徒が真剣に取り組む様子などを参観
できます。「本大会」で行う実作会は一般の方も参加でき、
自由な言葉と発想で“連想ゲーム”のように連句づくりを
楽しめます。ぜひ挑戦してください。

宮本昌典/小岩原直志≪ensemble silhouette≫
Ⓒmasanori MIYAMOTO/tadashi 
KOIWAHARA

パウル･クレー≪プルンのモザイク≫1931年　
新潟市美術館蔵

オットー・リンディッヒ≪ココアポッ
ト≫1923年　宇都宮美術館所蔵

初心者も
大歓迎です

花野古町 笹団五郎
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